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大相撲春場所に想う ～「音・おと・オト」編～ 

 

   さて、今日は、またまた相撲のお話。 

 無観客の今場所では、テレビをとおして見ていても、ふだんよりも土俵上での音

が鮮明（せんめい）に聞こえます。呼び出しの力士を呼ぶ声（呼び上げ）や拍子木

（ひょうしぎ）のかわいた音はもちろん、行司（ぎょうじ）の「待ったなし！」「のこ

った、のこった！」の声も会場に大きくひびいています。 

 力士たちがまわしを「パンパン」とたたく音、取組中の力士たちの荒々（あらあ

ら）しい息づかいや声。大きな体がドスンと土俵に落ちる音…など。テレビを通し

ても、そのはくりょくが伝わります。 

そうした静寂（せいじゃく）の中の「音」を楽しむのも今場所の醍醐味（だいごみ）

かもしれません。今日は、いろいろな「音」に注目してみてください。 

  大関を目指して、今日もがんばれ！朝乃山！！！！ 

  みんなの応えんよ、大阪へ届け！ 

 みなさん、土日はどのように過ごしましたか？ 
 
いよいよ明日は卒業式です。巣立つ６年生への 

感謝とお祝いの気持ちを伝えるために、先生たち 
もそうじや会場のじゅんびをしました。 
  
よい旅立ちの日となりますように… 

 
 
 
 


